
開
発
政
策
と
市
場
経
済
」「
水
質
環
境

改
善
」
の
２
つ
の
研
修
コ
ー
ス
を
協

働
で
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
ア
ジ
ア

で
深
刻
化
す
る
環
境
問
題
に
対
応
す

べ
く
、
06
年
か
ら
「
大
気
環
境
保
全
」、

08
年
か
ら
「
環
境
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
と
技
術
」
を
実
施
し
て
き
た
。

　
11
月
上
旬
、
釜
山
郊
外
に
あ
る
「
斗

山
重
工
業
」
が
所
有
す
る
研
究
施
設

を
訪
れ
た
の
は
、「
環
境
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
と
技
術
」
に
参
加
す
る
ア

ジ
ア
の
研
修
員
た
ち
。
彼
ら
は
、
日

本
で
の
２
週
間
の
研
修
を
経
て
、
韓

国
が
展
開
す
る
環
境
・
省
エ
ネ
対
策

を
学
び
に
や
っ
て
き
た
。
こ
の
日
の

目
的
は
、
斗
山
重
工
業
と
「
韓
国
科

学
技
術
研
究
院
（
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）」
が
共

同
研
究
を
行
う
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
の

視
察
。Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
研
究
員
か
ら
説
明

を
受
け
な
が
ら
、「
事
業
実
施
に
至
る

前
の
研
究
プ
ロ
セ
ス
を
学
べ
る
の
は

貴
重
」
と
、
皆
、
真
剣
に
メ
モ
を
取
る
。

　
日
本
に
滞
在
中
は
〝
環
境
モ
デ
ル

都
市
〞
と
し
て
名
高
い
北
九
州
市
を

舞
台
に
、
地
元
企
業
や
循
環
型
社
会

を
目
指
す
企
業
団
地
・
北
九
州
エ
コ

タ
ウ
ン
な
ど
を
訪
問
し
た
。

　
同
市
に
拠
点
を
構
え
る
衛
生
陶
器

メ
ー
カ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社
で
は
、

同
社
最
先
端
の
省
エ
ネ
の
取
り
組
み

を
視
察
。「
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
Ｔ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
も
、現
場
レ
ベ
ル
で
は
〝
人
〞

が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

ん
で
す
ね
」
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
省
の
ジ
ニ
ー
・
タ
ン
・
デ
ィ
さ
ん
。

社
会
見
学
に
来
て
い
る
小
学
生
の
姿

を
見
て
「
市
民
に
省
エ
ネ
を
普
及
す

る
の
に
有
効
」
と
感
心
し
て
い
た
。

　「
日
本
で
は
現
場
の
視
察
が
多
い
の

で
、
韓
国
で
は
理
論
や
研
究
が
習
得

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、Ｋ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ａ
研
修
企
画
部
の
キ
ム
・
ボ
ミ
ン

さ
ん
。
日
本
に
留
学
経
験
が
あ
る
彼

女
は
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
を
使
い
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
担
当
者
と
も
綿
密
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
欠
か
さ
な
い
。

「
研
修
の
企
画
立
案
や
運
営
の
方
法
な

ど
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
も
っ
と
多
く
を
学

び
た
い
」
と
意
欲
的
だ
。

　
近
年
で
は
、
途
上
国
の
現
場
レ
ベ
ル

で
も
、Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
連

携
が
進
ん
で
い
る
。
す
で
に
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
は
平
和
構
築
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
は
農
業
開
発
の
分
野
で
協
働

事
業
が
実
現
。
日
韓
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

集
約
し
た
〝
ア
ジ
ア
式
の
国
際
協
力
〞

は
途
上
国
か
ら
の
評
価
も
高
い
。

　
さ
ら
に
昨
年
に
は
初
め
て
、
韓
国

の
有
償
資
金
協
力
を
担
う
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｆ

と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行

の
協
調
融
資
が
実
現
。
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
の
「
ナ
ン
プ
ラ
―
ク
ア
ン
バ
間
道

路
改
善
事
業
」
を
通
じ
て
、
国
内
の

大
動
脈
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行

っ
て
い
る
。

　「
ど
の
援
助
機
関
も
目
指
す
ゴ
ー
ル

は
同
じ
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
の
成
功

例
を
糧
に
、
新
し
い
事
業
に
も
果
敢

に
取
り
組
み
た
い
」
と
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
企

画
部
の
ソ
・
ユ
ン
ハ
調
査
役
。
現
在
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
フ
ラ
ン
ス
開
発
庁
が
進

め
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
「
気

候
変
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
ロ
ー
ン
」
に
つ

い
て
も
関
心
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
、「
一
人
前
の
援
助
国
に
成
長

す
る
た
め
に
は
、
事
業
の
ア
ン
タ
イ

ド
化
※
な
ど
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
山
積
み
だ
」
と
、
今
後

の
課
題
に
も
目
を
向
け
る
。

　
日
韓
共
同
研
修
と
時
を
同
じ
く
し

て
、
ソ
ウ
ル
郊
外
に
あ
る
「
Ｋ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
前
訓
練
の

開
講
式
が
行
わ
れ
て
い
た
。「
何
か
壁

に
ぶ
ち
当
た
っ
た
と
き
は
、
今
日
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
の
イ
・
ジ
ョ
ン
ス
部
長
の

言
葉
に
、
一
同
の
顔
が
引
き
締
ま
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
は
、
技
術
協

力
、
無
償
資
金
協
力
と
並
ん
で
Ｋ
Ｏ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
三
大
事
業
の
一
つ
。Ｋ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
チ
ョ
・

ジ
ュ
ン
シ
ン
さ
ん
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｏ
Ｂ
。「
エ
チ
オ
ピ
ア
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
教
え
て
い
た
の
で
す
が
、
同

じ
分
野
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
活
動
の
悩
み
を
相
談
し
た
こ
と
も

あ
る
ん
で
す
」。
志
を
同
じ
く
す
る〝
仲

間
〞
と
し
て
、
草
の
根
レ
ベ
ル
の
至

る
所
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
交
流
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　
さ
ら
に
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
指
導
者

を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
共
同
で

開
催
す
る
な
ど
、
実
務
レ
ベ
ル
で
も

本
格
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
を
開

始
。
12
月
に
は
さ
ら
な
る
連
携
活
性

化
の
た
め
覚
書
も
締
結
し
て
い
る
。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
の

白
井
健
道
次
長
は
「
日
本
と
韓
国
の

青
年
が
共
に
汗
を
流
す
こ
と
で
、
ア

ジ
ア
の
ド
ナ
ー
と
し
て
の
イ
ン
パ
ク

ト
も
高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
期
待
す
る
。

　
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
１
階
に
は
、
市
民
が
国
際
協

力
に
つ
い
て
学
べ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル

ビ
レ
ッ
ジ
」
が
併
設
さ
れ
て
い
た
。

そ
う
、
こ
れ
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
地
球

ひ
ろ
ば
」
を
参
考
に
し
た
も
の
。
08

年
２
月
に
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
パ
ク
・
デ
・

ウ
ォ
ン
総
裁
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ

ば
（
東
京
・
広
尾
）
を
訪
問
し
た
際
に
、

「
こ
れ
か
ら
は
国
際
協
力
を
市
民
に
発

信
す
る
場
が
必
要
」
と
実
感
し
、
昨

年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
だ
。

　
こ
の
日
は
、
聖
公
会
大
学
の
学
生

が
授
業
の
一
環
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル

ビ
レ
ッ
ジ
を
訪
問
し
て
い
た
。
秋
の

企
画
展
示
の
テ
ー
マ
は
〝
ア
フ
リ
カ
〞。

社
会
福
祉
を
専
攻
す
る
１
年
生
の
キ

ム
・
ナ
・
デ
さ
ん
は
「
朝
鮮
戦
争
に

エ
チ
オ
ピ
ア
の
兵
士
が
参
戦
し
て
い

た
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
恩

返
し
の
た
め
に
も
、
将
来
ア
フ
リ
カ

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
レ
ッ

ジ
の
イ
・
ユ
ン
ソ
ク
所
長
は
、「
国
際

協
力
に
興
味
を
持
つ
学
生
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
一
堂
に
会
す
る
〝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
〞
に
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
施
設
が
国
際
協
力
に
携
わ
る
プ

レ
イ
ヤ
ー
た
ち
の
連
携
の
き
っ
か
け

に
も
な
れ
ば
」
と
期
待
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル

で
連
携
が
進
む
、
韓
国
と
日
本
の
国

際
協
力
。
12
月
に
は
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

パ
ク
総
裁
の
提
案
を
受
け
て
、
東
京

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
本
部
で
第
一
回
定
期
協

議
を
開
催
。
相
互
の
事
業
に
つ
い
て

情
報
を
交
換
し
、
今
後
の
連
携
の
可

能
性
を
話
し
合
っ
た
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
事
業
評
価
、
研
修
事
業
の
連
携

を
深
め
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
」
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
企
画
部
の
牧
野

耕
司
参
事
役
は
話
す
。

　
そ
し
て
現
在
、
韓
国
で
は
今
年
11

月
に
釜
山
で
開
催
さ
れ
る
「
第
４
回

援
助
効
果
向
上
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ

ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
向
け
た
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
開
発
援
助
の
新
た

な
方
向
性
を
導
く
上
で
、
大
き
な
タ

ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
の
会

合
。
ホ
ス
ト
国
を
任
さ
れ
た
韓
国
は
、

ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
新
興
ド
ナ
ー
と

し
て
、
真
価
が
問
わ
れ
る
時
に
き
て

い
る
。
そ
の
準
備
段
階
と
し
て
、
世

界
の
援
助
潮
流
を
分
析
す
べ
く
Ｋ
Ｏ

Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ブ
ル
ッ
キ
ン

グ
ス
研
究
所
と
共
同
研
究
を
進
め
て

い
る
。

　「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
職
員
を
見
て
い
る

と
、
本
当
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ

と
感
じ
ま
す
。
私
た
ち
も
早
く
追
い

つ
き
た
い
」
と
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
域
戦

略
部
の
ソ
ン
・
ソ
ン
ヒ
さ
ん
。
ソ
ン

さ
ん
の
仕
事
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
企
画
部
国
際
援
助
協
調
課
の
林
遼

太
郎
さ
ん
も
「
新
興
ド
ナ
ー
を
育
成

し
、
協
働
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
は
、

世
界
的
な
開
発
効
果
を
高
め
る
た
め

に
も
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
重
要
な
役
割
と
い

え
ま
す
」
と
話
す
。

　「
国
際
協
力
の
世
界
で
は
、
韓
国
は

ま
だ
１
歳
の
赤
子
も
同
然
。
で
も
私

た
ち
は
貧
困
の
痛
み
を
知
っ
て
い
る
。

被
援
助
国
か
ら
は
い
上
が
っ
て
き
た

経
験
を
共
有
し
な

が
ら
、
途
上
国
を

援
助
し
て
い
き
た

い
」
と
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
イ
・
ビ
ョ
ン

ク
副
総
裁
は
展
望

を
述
べ
る
。

　
ア
ジ
ア
を
代
表

す
る
新
興
ド
ナ
ー

と
し
て
、
韓
国
は

力
強
く
前
進
し
て

い
る
。

　

　
2
0
1
0
年
、「
経
済
協
力
開
発
機

構
/
開
発
援
助
委
員
会（
O
E
C
D
/

D
A
C
）」へ
の
加
盟
を
果
た
し
、〝
新
興

ド
ナ
ー
〞と
し
て
力
強
く
歩
み
始
め
た
韓

国
。国
家
政
策
の
一
つ
に
も
国
際
協
力
を

掲
げ
、国
内
の
機
運
も
高
ま
っ
て
い
る
。こ

の
勢
い
を
後
押
し
す
る〝
国
際
協
力
の
担

い
手
〞の
姿
を
追
う
べ
く
、韓
国
の
現
場

を
訪
ね
た
。

　
２
０
１
０
年
11
月
上
旬
、
日
本
よ

り
一
足
早
く
、
晩
秋
の
風
が
そ
よ
ぐ

韓
国
ソ
ウ
ル
―
。
紅
葉
し
た
木
々
と

ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
混
じ
り
合
い
、
街
中
は
鮮
や
か
な

色
合
い
に
包
ま
れ
て
い
る
。

　「
次
の
駅
は
ミ
ョ
ン
ド
ン
、
ミ
ョ
ン

ド
ン
で
す
」

　
地
下
鉄
に
乗
る
と
、
韓
国
語
、
英

語
に
続
き
、
日
本
語
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
流
れ
て
き
た
。
東
京
か
ら
飛
行
機

で
約
２
時
間
半
―
。
日
本
か
ら
海
を

挟
ん
で
す
ぐ
隣
に
あ
る
韓
国
は
、
私

た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
外
国
の

一
つ
だ
。

　
若
者
が
集
う
繁
華
街
ミ
ョ
ン
ド
ン

駅
に
着
く
と
、
構
内
の
至
る
と
こ
ろ

に
警
備
員
の
姿
が
―
。
数
カ
月
前
に

訪
れ
た
時
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
光

景
。
緊
迫
し
た
空
気
が
漂
っ
て
い
る
。

そ
う
、
す
べ
て
は
、
ソ
ウ
ル
市
内
で
開

催
さ
れ
る
「
20
カ
国
・
地
域
首
脳
会

合
（
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
）」
の
た
め
。
空

港
に
は
20
の
参
加
国
・
地
域
の
国
旗
、

街
中
に
は
あ
ち
こ
ち
に
〝
Ｇ
20
〞
の

幕
が
掲
げ
ら
れ
、
世
界
の
要
人
の
来

韓
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
。

　
今
や
、
国
際
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
に

名
を
連
ね
る
韓
国
も
、
つ
い
10
年
前

ま
で
は 〝
援
助
を
受
け
る
側
〞
だ
っ

た
。
１
９
８
０
年
代
以
降
、
日
本
を

追
う
よ
う
に
著
し
い
経
済
発
展
を
遂

げ
た
同
国
。
そ
の
勢
い
を
開
発
途
上

国
に
還
元
す
べ
く
、
87
年
に
韓
国
輸

出
入
銀
行
内
に
「
対
外
経
済
協
力
基

金
（
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
）」、
91
年
に
「
韓
国
国

際
協
力
団
（
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）」
を
設
立
。

被
援
助
国
か
ら
援
助
国
に
移
行
し
な

が
ら
、
当
初
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
国

際
協
力
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
そ
し
て
昨
年
１
月
、
つ
い
に
「
経

済
協
力
開
発
機
構
/
開
発
援
助
委
員

会
（
O
E
C
D
/
D
A
C
）」へ
の
仲
間

入
り
を
果
た
し
た
。
ア
ジ
ア
で
は
日

本
に
次
い
で
２
カ
国
目
、
46
年
ぶ
り

の
こ
と
だ
。
こ
れ
を
受
け
、
韓
国
政

府
は
「
国
際
開
発
協
力
基
本
法
」
を

施
行
。
２
０
１
５
年
ま
で
に
政
府
開

発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
３
倍
（
年
間
30

億
ド
ル
）
に
ま
で
増
や
す
と
し
、
国

内
の
省
庁
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
企
業
な
ど
と
も

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
な
が

ら
躍
進
を
続
け
て
い
る
。

　
そ
ん
な
韓
国
の
新
興
ド
ナ
ー
と
し

て
の
成
長
を
、
影
か
ら
支
え
て
き
た

の
が
日
本
だ
。Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
設
立
時
に

は
組
織
編
成
や
制
度
構
築
な
ど
あ
ら

ゆ
る
面
で
ア
ド
バ
イ
ス
。
92
年
か
ら

は
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
本

部
に
受
け
入
れ
て
研
修
す
る
な
ど
、Ｋ

Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
能
力
強
化
や
人
材
育
成

に
貢
献
し
て
き
た
。

　
そ
し
て
現
在
は
、〝
援
助
の
パ
ー
ト

ナ
ー
〞
と
し
て
、
そ
の
関
係
性
を
深

め
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
が
、Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
協
働
で
途
上
国
を
対
象
に
行

う
「
日
韓
共
同
研
修
」。
1
カ
月
の
研

修
を
日
本
と
韓
国
が
半
分
ず
つ
担
当

す
る
と
い
う
も
の
だ
。
始
ま
り
は
、

98
年
の
「
21
世
紀
に
向
け
た
新
た
な

日
韓
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
た
め
の

行
動
計
画
」。
ア
ジ
ア
の
発
展
に
貢
献

す
る
人
材
育
成
の
推
進
に
合
意
し
た

両
国
は
、
２
０
０
０
年
か
ら
「
経
済

〝
援
助
国
〞と
し
て
の

ス
タ
ー
ト
を
切
る

ド
ナ
ー
と
し
て
歩
む

韓
国
の
力

特集
新たな国際協力の世界  新興ドナーとつくる未来

特集
新たな国際協力の世界  新興ドナーとつくる未来

日
韓
２
つ
の
現
場
で

省
エ
ネ
対
策
を
学
ぶ

釜山郊外にある「斗山重工業」の研究施設を視察。巨大な淡水化プラント設備を
海外にも輸出している

グローバルビレッジを訪問した聖公会
大学の学生たち。アフリカの貧困問
題やミレニアム開発目標（MDGs）の
説明に真剣に耳を傾けていた

途
上
国
の
現
場
で

ア
ジ
ア
一
体
の
援
助
を

国
際
協
力
に
取
り
組
む

韓
国
の
市
民
た
ち

K
O
I
C
A
×
J
I
C
A

さ
ら
な
る
連
携
の
可
能
性

2010年11月11～12日、G20の開催に沸く韓国ソウル。新興ドナー
として注目を浴びている同国では、国際会議が次 と々行われている

ド
ウ

サ
ン

ソ
ン
コ
ン
ヒ

（上）協調融資の対象となっているモザンビークのナンプラ―クアンバ間の道路。ヒト・
モノの移動がスムーズになることで、地域経済の活性化が期待されている
（下）派遣前訓練を受けるKOICAボランティア。「不安があるが精いっぱい頑張りたい」

　

※ODAで使う資材やサービスの調達先が援助国に限定されない貸付方法。

KOICAは世界35カ所に
拠点を置き、途上国への
支援を拡大している

EDCF企画部
ソ・ユンハさん

「他のドナーの良い点を
学び、援助の質を上げて
いきたい」

KOICAグローバルビレッジ
イ・ユンソクさん

「市民との協働は新しい
挑戦ですがやりがいがあ
ります」

KOICA海外ボランティア部
チョ・ジュンシンさん
「ボランティアが韓国の
若者の人材育成につな
がれば」

KOICA研修企画部
キム・ボミンさん

「都市の経験を生かし、
環境分野の研修に力を
入れていきたい」

KOICA地域戦略部
ソン・ソンヒさん

「DACの指針に沿った
援助形態を整備していく
ことが課題」

韓国 日本

韓
国

KO
REA

「JICAのように、有償、
無償、技術協力の一元
化を目指して改革を進
めていきたい」とイ・ビョ
ンクKOICA副総裁

北九州市のTOTOでは、省エネ技術を駆使した最新の便器も視察。「ここまでの技術に到達するま
では、かなりの努力が必要ですね」と研修員たち
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開
発
政
策
と
市
場
経
済
」「
水
質
環
境

改
善
」
の
２
つ
の
研
修
コ
ー
ス
を
協

働
で
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
ア
ジ
ア

で
深
刻
化
す
る
環
境
問
題
に
対
応
す

べ
く
、
06
年
か
ら
「
大
気
環
境
保
全
」、

08
年
か
ら
「
環
境
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
と
技
術
」
を
実
施
し
て
き
た
。

　
11
月
上
旬
、
釜
山
郊
外
に
あ
る
「
斗

山
重
工
業
」
が
所
有
す
る
研
究
施
設

を
訪
れ
た
の
は
、「
環
境
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
と
技
術
」
に
参
加
す
る
ア

ジ
ア
の
研
修
員
た
ち
。
彼
ら
は
、
日

本
で
の
２
週
間
の
研
修
を
経
て
、
韓

国
が
展
開
す
る
環
境
・
省
エ
ネ
対
策

を
学
び
に
や
っ
て
き
た
。
こ
の
日
の

目
的
は
、
斗
山
重
工
業
と
「
韓
国
科

学
技
術
研
究
院
（
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）」
が
共

同
研
究
を
行
う
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
の

視
察
。Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
研
究
員
か
ら
説
明

を
受
け
な
が
ら
、「
事
業
実
施
に
至
る

前
の
研
究
プ
ロ
セ
ス
を
学
べ
る
の
は

貴
重
」
と
、
皆
、
真
剣
に
メ
モ
を
取
る
。

　
日
本
に
滞
在
中
は
〝
環
境
モ
デ
ル

都
市
〞
と
し
て
名
高
い
北
九
州
市
を

舞
台
に
、
地
元
企
業
や
循
環
型
社
会

を
目
指
す
企
業
団
地
・
北
九
州
エ
コ

タ
ウ
ン
な
ど
を
訪
問
し
た
。

　
同
市
に
拠
点
を
構
え
る
衛
生
陶
器

メ
ー
カ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社
で
は
、

同
社
最
先
端
の
省
エ
ネ
の
取
り
組
み

を
視
察
。「
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
Ｔ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
も
、現
場
レ
ベ
ル
で
は
〝
人
〞

が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

ん
で
す
ね
」
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
省
の
ジ
ニ
ー
・
タ
ン
・
デ
ィ
さ
ん
。

社
会
見
学
に
来
て
い
る
小
学
生
の
姿

を
見
て
「
市
民
に
省
エ
ネ
を
普
及
す

る
の
に
有
効
」
と
感
心
し
て
い
た
。

　「
日
本
で
は
現
場
の
視
察
が
多
い
の

で
、
韓
国
で
は
理
論
や
研
究
が
習
得

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、Ｋ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ａ
研
修
企
画
部
の
キ
ム
・
ボ
ミ
ン

さ
ん
。
日
本
に
留
学
経
験
が
あ
る
彼

女
は
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
を
使
い
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
担
当
者
と
も
綿
密
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
欠
か
さ
な
い
。

「
研
修
の
企
画
立
案
や
運
営
の
方
法
な

ど
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
も
っ
と
多
く
を
学

び
た
い
」
と
意
欲
的
だ
。

　
近
年
で
は
、
途
上
国
の
現
場
レ
ベ
ル

で
も
、Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
連

携
が
進
ん
で
い
る
。
す
で
に
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
は
平
和
構
築
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
は
農
業
開
発
の
分
野
で
協
働

事
業
が
実
現
。
日
韓
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

集
約
し
た
〝
ア
ジ
ア
式
の
国
際
協
力
〞

は
途
上
国
か
ら
の
評
価
も
高
い
。

　
さ
ら
に
昨
年
に
は
初
め
て
、
韓
国

の
有
償
資
金
協
力
を
担
う
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｆ

と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行

の
協
調
融
資
が
実
現
。
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
の
「
ナ
ン
プ
ラ
―
ク
ア
ン
バ
間
道

路
改
善
事
業
」
を
通
じ
て
、
国
内
の

大
動
脈
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行

っ
て
い
る
。

　「
ど
の
援
助
機
関
も
目
指
す
ゴ
ー
ル

は
同
じ
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
の
成
功

例
を
糧
に
、
新
し
い
事
業
に
も
果
敢

に
取
り
組
み
た
い
」
と
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
企

画
部
の
ソ
・
ユ
ン
ハ
調
査
役
。
現
在
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
フ
ラ
ン
ス
開
発
庁
が
進

め
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
「
気

候
変
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
ロ
ー
ン
」
に
つ

い
て
も
関
心
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
、「
一
人
前
の
援
助
国
に
成
長

す
る
た
め
に
は
、
事
業
の
ア
ン
タ
イ

ド
化
※
な
ど
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
山
積
み
だ
」
と
、
今
後

の
課
題
に
も
目
を
向
け
る
。

　
日
韓
共
同
研
修
と
時
を
同
じ
く
し

て
、
ソ
ウ
ル
郊
外
に
あ
る
「
Ｋ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
前
訓
練
の

開
講
式
が
行
わ
れ
て
い
た
。「
何
か
壁

に
ぶ
ち
当
た
っ
た
と
き
は
、
今
日
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
の
イ
・
ジ
ョ
ン
ス
部
長
の

言
葉
に
、
一
同
の
顔
が
引
き
締
ま
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
は
、
技
術
協

力
、
無
償
資
金
協
力
と
並
ん
で
Ｋ
Ｏ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
三
大
事
業
の
一
つ
。Ｋ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
チ
ョ
・

ジ
ュ
ン
シ
ン
さ
ん
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｏ
Ｂ
。「
エ
チ
オ
ピ
ア
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
教
え
て
い
た
の
で
す
が
、
同

じ
分
野
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
活
動
の
悩
み
を
相
談
し
た
こ
と
も

あ
る
ん
で
す
」。
志
を
同
じ
く
す
る〝
仲

間
〞
と
し
て
、
草
の
根
レ
ベ
ル
の
至

る
所
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
交
流
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　
さ
ら
に
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
指
導
者

を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
共
同
で

開
催
す
る
な
ど
、
実
務
レ
ベ
ル
で
も

本
格
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
を
開

始
。
12
月
に
は
さ
ら
な
る
連
携
活
性

化
の
た
め
覚
書
も
締
結
し
て
い
る
。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
の

白
井
健
道
次
長
は
「
日
本
と
韓
国
の

青
年
が
共
に
汗
を
流
す
こ
と
で
、
ア

ジ
ア
の
ド
ナ
ー
と
し
て
の
イ
ン
パ
ク

ト
も
高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
期
待
す
る
。

　
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
１
階
に
は
、
市
民
が
国
際
協

力
に
つ
い
て
学
べ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル

ビ
レ
ッ
ジ
」
が
併
設
さ
れ
て
い
た
。

そ
う
、
こ
れ
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
地
球

ひ
ろ
ば
」
を
参
考
に
し
た
も
の
。
08

年
２
月
に
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
パ
ク
・
デ
・

ウ
ォ
ン
総
裁
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ

ば
（
東
京
・
広
尾
）
を
訪
問
し
た
際
に
、

「
こ
れ
か
ら
は
国
際
協
力
を
市
民
に
発

信
す
る
場
が
必
要
」
と
実
感
し
、
昨

年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
だ
。

　
こ
の
日
は
、
聖
公
会
大
学
の
学
生

が
授
業
の
一
環
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル

ビ
レ
ッ
ジ
を
訪
問
し
て
い
た
。
秋
の

企
画
展
示
の
テ
ー
マ
は
〝
ア
フ
リ
カ
〞。

社
会
福
祉
を
専
攻
す
る
１
年
生
の
キ

ム
・
ナ
・
デ
さ
ん
は
「
朝
鮮
戦
争
に

エ
チ
オ
ピ
ア
の
兵
士
が
参
戦
し
て
い

た
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
恩

返
し
の
た
め
に
も
、
将
来
ア
フ
リ
カ

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
レ
ッ

ジ
の
イ
・
ユ
ン
ソ
ク
所
長
は
、「
国
際

協
力
に
興
味
を
持
つ
学
生
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
一
堂
に
会
す
る
〝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
〞
に
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
施
設
が
国
際
協
力
に
携
わ
る
プ

レ
イ
ヤ
ー
た
ち
の
連
携
の
き
っ
か
け

に
も
な
れ
ば
」
と
期
待
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル

で
連
携
が
進
む
、
韓
国
と
日
本
の
国

際
協
力
。
12
月
に
は
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

パ
ク
総
裁
の
提
案
を
受
け
て
、
東
京

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
本
部
で
第
一
回
定
期
協

議
を
開
催
。
相
互
の
事
業
に
つ
い
て

情
報
を
交
換
し
、
今
後
の
連
携
の
可

能
性
を
話
し
合
っ
た
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
事
業
評
価
、
研
修
事
業
の
連
携

を
深
め
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
」
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
企
画
部
の
牧
野

耕
司
参
事
役
は
話
す
。

　
そ
し
て
現
在
、
韓
国
で
は
今
年
11

月
に
釜
山
で
開
催
さ
れ
る
「
第
４
回

援
助
効
果
向
上
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ

ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
向
け
た
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
開
発
援
助
の
新
た

な
方
向
性
を
導
く
上
で
、
大
き
な
タ

ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
の
会

合
。
ホ
ス
ト
国
を
任
さ
れ
た
韓
国
は
、

ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
新
興
ド
ナ
ー
と

し
て
、
真
価
が
問
わ
れ
る
時
に
き
て

い
る
。
そ
の
準
備
段
階
と
し
て
、
世

界
の
援
助
潮
流
を
分
析
す
べ
く
Ｋ
Ｏ

Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ブ
ル
ッ
キ
ン

グ
ス
研
究
所
と
共
同
研
究
を
進
め
て

い
る
。

　「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
職
員
を
見
て
い
る

と
、
本
当
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ

と
感
じ
ま
す
。
私
た
ち
も
早
く
追
い

つ
き
た
い
」
と
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
域
戦

略
部
の
ソ
ン
・
ソ
ン
ヒ
さ
ん
。
ソ
ン

さ
ん
の
仕
事
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
企
画
部
国
際
援
助
協
調
課
の
林
遼

太
郎
さ
ん
も
「
新
興
ド
ナ
ー
を
育
成

し
、
協
働
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
は
、

世
界
的
な
開
発
効
果
を
高
め
る
た
め

に
も
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
重
要
な
役
割
と
い

え
ま
す
」
と
話
す
。

　「
国
際
協
力
の
世
界
で
は
、
韓
国
は

ま
だ
１
歳
の
赤
子
も
同
然
。
で
も
私

た
ち
は
貧
困
の
痛
み
を
知
っ
て
い
る
。

被
援
助
国
か
ら
は
い
上
が
っ
て
き
た

経
験
を
共
有
し
な

が
ら
、
途
上
国
を

援
助
し
て
い
き
た

い
」
と
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
イ
・
ビ
ョ
ン

ク
副
総
裁
は
展
望

を
述
べ
る
。

　
ア
ジ
ア
を
代
表

す
る
新
興
ド
ナ
ー

と
し
て
、
韓
国
は

力
強
く
前
進
し
て

い
る
。

　

　
2
0
1
0
年
、「
経
済
協
力
開
発
機

構
/
開
発
援
助
委
員
会（
O
E
C
D
/

D
A
C
）」へ
の
加
盟
を
果
た
し
、〝
新
興

ド
ナ
ー
〞と
し
て
力
強
く
歩
み
始
め
た
韓

国
。国
家
政
策
の
一
つ
に
も
国
際
協
力
を

掲
げ
、国
内
の
機
運
も
高
ま
っ
て
い
る
。こ

の
勢
い
を
後
押
し
す
る〝
国
際
協
力
の
担

い
手
〞の
姿
を
追
う
べ
く
、韓
国
の
現
場

を
訪
ね
た
。

　
２
０
１
０
年
11
月
上
旬
、
日
本
よ

り
一
足
早
く
、
晩
秋
の
風
が
そ
よ
ぐ

韓
国
ソ
ウ
ル
―
。
紅
葉
し
た
木
々
と

ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
混
じ
り
合
い
、
街
中
は
鮮
や
か
な

色
合
い
に
包
ま
れ
て
い
る
。

　「
次
の
駅
は
ミ
ョ
ン
ド
ン
、
ミ
ョ
ン

ド
ン
で
す
」

　
地
下
鉄
に
乗
る
と
、
韓
国
語
、
英

語
に
続
き
、
日
本
語
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
流
れ
て
き
た
。
東
京
か
ら
飛
行
機

で
約
２
時
間
半
―
。
日
本
か
ら
海
を

挟
ん
で
す
ぐ
隣
に
あ
る
韓
国
は
、
私

た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
外
国
の

一
つ
だ
。

　
若
者
が
集
う
繁
華
街
ミ
ョ
ン
ド
ン

駅
に
着
く
と
、
構
内
の
至
る
と
こ
ろ

に
警
備
員
の
姿
が
―
。
数
カ
月
前
に

訪
れ
た
時
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
光

景
。
緊
迫
し
た
空
気
が
漂
っ
て
い
る
。

そ
う
、
す
べ
て
は
、
ソ
ウ
ル
市
内
で
開

催
さ
れ
る
「
20
カ
国
・
地
域
首
脳
会

合
（
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
）」
の
た
め
。
空

港
に
は
20
の
参
加
国
・
地
域
の
国
旗
、

街
中
に
は
あ
ち
こ
ち
に
〝
Ｇ
20
〞
の

幕
が
掲
げ
ら
れ
、
世
界
の
要
人
の
来

韓
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
。

　
今
や
、
国
際
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
に

名
を
連
ね
る
韓
国
も
、
つ
い
10
年
前

ま
で
は 〝
援
助
を
受
け
る
側
〞
だ
っ

た
。
１
９
８
０
年
代
以
降
、
日
本
を

追
う
よ
う
に
著
し
い
経
済
発
展
を
遂

げ
た
同
国
。
そ
の
勢
い
を
開
発
途
上

国
に
還
元
す
べ
く
、
87
年
に
韓
国
輸

出
入
銀
行
内
に
「
対
外
経
済
協
力
基

金
（
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
）」、
91
年
に
「
韓
国
国

際
協
力
団
（
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）」
を
設
立
。

被
援
助
国
か
ら
援
助
国
に
移
行
し
な

が
ら
、
当
初
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
国

際
協
力
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
そ
し
て
昨
年
１
月
、
つ
い
に
「
経

済
協
力
開
発
機
構
/
開
発
援
助
委
員

会
（
O
E
C
D
/
D
A
C
）」へ
の
仲
間

入
り
を
果
た
し
た
。
ア
ジ
ア
で
は
日

本
に
次
い
で
２
カ
国
目
、
46
年
ぶ
り

の
こ
と
だ
。
こ
れ
を
受
け
、
韓
国
政

府
は
「
国
際
開
発
協
力
基
本
法
」
を

施
行
。
２
０
１
５
年
ま
で
に
政
府
開

発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
３
倍
（
年
間
30

億
ド
ル
）
に
ま
で
増
や
す
と
し
、
国

内
の
省
庁
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
企
業
な
ど
と
も

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
な
が

ら
躍
進
を
続
け
て
い
る
。

　
そ
ん
な
韓
国
の
新
興
ド
ナ
ー
と
し

て
の
成
長
を
、
影
か
ら
支
え
て
き
た

の
が
日
本
だ
。Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
設
立
時
に

は
組
織
編
成
や
制
度
構
築
な
ど
あ
ら

ゆ
る
面
で
ア
ド
バ
イ
ス
。
92
年
か
ら

は
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
本

部
に
受
け
入
れ
て
研
修
す
る
な
ど
、Ｋ

Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
能
力
強
化
や
人
材
育
成

に
貢
献
し
て
き
た
。

　
そ
し
て
現
在
は
、〝
援
助
の
パ
ー
ト

ナ
ー
〞
と
し
て
、
そ
の
関
係
性
を
深

め
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
が
、Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
協
働
で
途
上
国
を
対
象
に
行

う
「
日
韓
共
同
研
修
」。
1
カ
月
の
研

修
を
日
本
と
韓
国
が
半
分
ず
つ
担
当

す
る
と
い
う
も
の
だ
。
始
ま
り
は
、

98
年
の
「
21
世
紀
に
向
け
た
新
た
な

日
韓
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
た
め
の

行
動
計
画
」。
ア
ジ
ア
の
発
展
に
貢
献

す
る
人
材
育
成
の
推
進
に
合
意
し
た

両
国
は
、
２
０
０
０
年
か
ら
「
経
済

〝
援
助
国
〞と
し
て
の

ス
タ
ー
ト
を
切
る

ド
ナ
ー
と
し
て
歩
む

韓
国
の
力

特集
新たな国際協力の世界  新興ドナーとつくる未来
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日
韓
２
つ
の
現
場
で

省
エ
ネ
対
策
を
学
ぶ

釜山郊外にある「斗山重工業」の研究施設を視察。巨大な淡水化プラント設備を
海外にも輸出している

グローバルビレッジを訪問した聖公会
大学の学生たち。アフリカの貧困問
題やミレニアム開発目標（MDGs）の
説明に真剣に耳を傾けていた

途
上
国
の
現
場
で

ア
ジ
ア
一
体
の
援
助
を

国
際
協
力
に
取
り
組
む

韓
国
の
市
民
た
ち

K
O
I
C
A
×
J
I
C
A

さ
ら
な
る
連
携
の
可
能
性

2010年11月11～12日、G20の開催に沸く韓国ソウル。新興ドナー
として注目を浴びている同国では、国際会議が次 と々行われている

ド
ウ

サ
ン

ソ
ン
コ
ン
ヒ

（上）協調融資の対象となっているモザンビークのナンプラ―クアンバ間の道路。ヒト・
モノの移動がスムーズになることで、地域経済の活性化が期待されている
（下）派遣前訓練を受けるKOICAボランティア。「不安があるが精いっぱい頑張りたい」

　

※ODAで使う資材やサービスの調達先が援助国に限定されない貸付方法。

KOICAは世界35カ所に
拠点を置き、途上国への
支援を拡大している

EDCF企画部
ソ・ユンハさん

「他のドナーの良い点を
学び、援助の質を上げて
いきたい」

KOICAグローバルビレッジ
イ・ユンソクさん

「市民との協働は新しい
挑戦ですがやりがいがあ
ります」

KOICA海外ボランティア部
チョ・ジュンシンさん
「ボランティアが韓国の
若者の人材育成につな
がれば」

KOICA研修企画部
キム・ボミンさん

「都市の経験を生かし、
環境分野の研修に力を
入れていきたい」

KOICA地域戦略部
ソン・ソンヒさん

「DACの指針に沿った
援助形態を整備していく
ことが課題」

韓国 日本

韓
国

KO
REA

「JICAのように、有償、
無償、技術協力の一元
化を目指して改革を進
めていきたい」とイ・ビョ
ンクKOICA副総裁

北九州市のTOTOでは、省エネ技術を駆使した最新の便器も視察。「ここまでの技術に到達するま
では、かなりの努力が必要ですね」と研修員たち
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